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さくら学級 国語科学習指導案 
 

平成２９年１０月４日（水）１校時 

授業者  中村 千治 

 

１． 単元名   

 

２． 重点指導事項 

 

物語を読んで感じたこと，考えたことを自

分の言葉で話す。 

読んだり発話したりする言葉の数を増やし,

言葉を組み合わせて言語表現する。 

 

３． 言語活動  

本を読んで，好きな場面・登場人物につい

て話す。（読書日記をつけよう） 

物語の文章と挿絵を組み合わせ直し，お話

を楽しむ。（物語のあらすじをつかむ。） 

 

４． 指導目標 

 

○ 絵本や物語に興味をもち楽しみながら

読むことができる。（関心・意欲・態度） 

○ 物語のあらすじや登場人物の行動や気

持ちの変化を理解することができる。

（読むこと） 

○ 教科書やプリントを見ながら正しく文

字を書いたり読んだりすることができ

る。（知識・理解・技能） 

特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 

第２章各教科 第１節小学部 第２款 第１ 各教科の目標及び内容  

２内容 ３段階 

（1） 身近な人の話を聞いて,内容のあらまし

が分かる。 

（2） 見聞きしたこと等のあらましや自分の気

持ち等を教師や友達と話す。 

（3） 簡単な語句や短い文章等を正しく読

む。 

（4） 簡単な語句や短い文を平仮名等で書

く。 

 

５． 国語科授業・単元について 

 

 Ａ Ｂ 

実

態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読んで考えたことを話そう（「ごんぎつね」

光村 下 ４年生） 

ことばの学習 

 ～きく・はなす・よむ・かく～ 
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教

材

観 

４年「ごんぎつね」は,主人公「ごん」のい

たずらをきっかけに物語が進むので,「ごん」

のしたこと,「兵十」への想いを押さえなが

ら読むことで,気持ちの変化を捉えることが

できる。 

場面１～５までは「ごん」から見て,場面６

は「兵十」から見た書き方に変化している。

場面の重要さと２人の想いを十分に想像し

物語の世界を味わうことができると思われ

る。 

物語を読むときは,登場人物の誰かと自分を

重ね合わせたり書いてあることを経験と結

びつけたりして想像していくことを確かめ

ることができる。 

場面の様子が目に浮かぶようだと思う表現

に着目したり自然や季節を表現する言葉を

味わったりすることができる。 

【読む・書く】 

文字カードの読み取り,並べ替え,ひらがな

のなぞり書き等を行い,文字に親しませるこ

とで,正しい発音と理解の定着を狙う。実線

や波線等の運筆練習や塗り絵を行い,適切な

筆圧と正しい書字動作ができる。 

【聞く・話す】 

読み聞かせでは,人形劇や具体物の提示,動

作化等をして理解を助け,登場するものや場

面に興味をもち物語の内容やあらすじを楽

しむことができる。 

絵カード学習では,認知や理解を確認したり

語彙を増やしたりして言語力理解を確実で

豊かなものにしていくことができる。また,

複数のカードを指示して取らせたりいくつ

か見せたカードの中から１枚隠したものを

当てたりするゲームを通して,短期記憶を鍛

え,ワーキングメモリを強化していくことが

できる。 

指

導

観 

様々な場面のある長い物語を読む際には,何

度も繰り返し音読練習をし,挿絵を活用した

視覚的掲示物の工夫を図り,物語の流れや登

場人物の行動や気持ちの変化が分かるよう

にする。 

場面毎に登場人物の気持ちを考えたり,役割

演技をしたりする中で,物語の流れを理解し

視写や学習プリントを取り入れて読み書き

の能力を高めていく。 

見通しをもって学習することができるよう

に,音読や読み取り,視写等の学習活動を行

い,スモールステップの課題解決学習や１人

調べに取り組めるようにガイド学習を行う。 

また，一人学習をスムーズに行うためと学び

の定着のために，特別教育支援員による学習

支援・見守りを行う。 

「聞く,読む,話す,書く」学習を,１つ１０～

１５分間程度の活動として組み合わせて取

り組ませる。課題内容や取り組み時間を配慮

して集中し学習活動が継続できるようにし

ていく。時間の把握,見通しをもつことがで

きるよう,タイムタイマーを用い,視覚的に

残り時間をとらえさせることで落ち着いて

学習に臨める。聴覚優位型のため,誤認識や

誤学習,混乱をさせないように気をつける。

正しい言葉と認知・理解ができるよう,提示

する課題の数,文字や絵の大きさ,内容,言葉

かけに配慮して指導に当たる。多くの言語を

正しく獲得させ,語彙や言葉による意思表出

を豊かにすることで,自信を持もたせるとと

もにより生活しやすく,生活の質を上げてい

きたい。 

 

６． 評価について 

 

Ａ Ｂ 

登場人物の行動や気持ちを理解し,場面に合わ

せて声の大きさや話し方に気をつけて読むこ

とができる。 

４年生程度の漢字を読み,教科書教材文を読

む。 

文字表記に気をつけて,正しく文章を書くこと

ができる。 

言葉（語句）に注目して,正しく平仮名を読む

ことができる。 

丁寧になぞり書きができ,見ないで書ける平仮

名を増やす。 

絵本に親しみ,身体を動かしたり人形を動かし

たりして物語の様子を楽しみながら,登場人物

や話の筋について話すことができる。 
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７． 他教科，他の領域，他の単元とのつながり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８． 指導内容・指導計画 

Ａ 

  ねらい 主な学習活動 指導上の留意点 
第
一
次 
必
要
感
を
持
つ 

１ ・ 読書への関心

を高め，学習意

欲をもつ。 

・ 物語に出会い，挿絵を

見ながら登場人物や情

景に親しみをもつ。 

・ 初発の感想を書く。 

・ 読書週間や読書集会について知らせ，

読書への関心を高める。 

・ 読書記録（読書日記）をつける取り組

みに意欲をもたせる。 

・ 教材文の範読を聴き，物語の流れをつ

かませる。 

【関】進んで本を読もうとしている。（活動） 

第

二

次 

 

言

葉

の

力

を

高

め

る 

２ ・ 学習の見通し

をもつ。 

・ 新出漢字，難し

い言葉の意味

を理解する。 

・ 音読をして理

解を深める。 

・ 単元の学習計画を立

て，漢字や言葉の学習

をする。 

・ 句読点に気をつけて，

丁寧に教材文を音読練

習する。 

・ 単元全体の学習の流れ（学習計画）を

説明しておく。 

・ 漢字や言葉の読み方を確認させる。 

【言】これまでに学習した漢字を習得し

ている。新出漢字を読める。（漢字

ノート，ワークシート，カード） 

【言】言葉の意味が理解出来ている。（国

語辞典の活用，ワークシート，資料） 

３ ・ 物語の筋，時代

背景を理解す

る。 

・ ６つの場面毎の挿絵・

内容を大まかにとらえ

る。 

・ 物語の設定，あらすじ

をつかむ。 

・ 物語の文章と挿絵を組み合わせて，順

序通りに並べ直す。６つの場面の見出

しを考え，あらすじをつかむ。 

【読】場面設定を読み取る。（ノート，ワ

ークシート） 

４ ・ １の場面の登

場人物につい

て書かれた文

章を読み，人柄

を理解する。 

・ 「ごん」はどんなきつ

ねか考える。 

・ 「ごん」が「兵十」に

したこと，「ごん」の気

持ちを読み取る。（表に

まとめる。） 

・ 物語を読むときは，会話文や地の文に

着目して，登場人物の人柄をとらえな

がら読む。 

【読】登場人物の人柄や置かれた状況を

読み取る。（ノート，ワークシート） 

５ ・ ２の場面の登

場人物につい

て書かれた文

章を読み，人柄

を理解する。 

・ 「ごん」はどんなきつ

ねか考える。 

・ 「兵十」はどんな人物

か考える。 

・ 物語を読むときは，会話文や地の文に

着目して，登場人物の人柄をとらえな

がら読む。 

【読】登場人物の人柄や置かれた状況を

読み取る。（ノート，ワークシート） 

６ ・ ３の場面を読 ・ 「ごん」が「兵十」に ・ 登場人物の行動をとらえ，気持ちの変

四
年 

 

白
い
ぼ
う
し 

⇓
 

 

一
つ
の
花 

⇓
 

 

ご
ん
ぎ
つ
ね 

⇓
 

 

プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木 

⇓
 

 

初
雪
の
ふ
る
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三
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ち
い
ち
ゃ

ん
の
か
げ

お
く
り 

 
モ
チ
モ
チ
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３
―
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１
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生
命
尊
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３
―
（
２
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自
然
愛
・
動
植
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愛
護 

五
年 

 

な
ま
え
つ

け
て
よ 

 

大
造
じ
い

さ
ん
と
が

ん 

 

わ
ら
ぐ
つ

の
中
の
神

様 

総
合 

福
祉 

み
ん
な
が
幸
せ
に
生
き
る 

お
年
寄
り
と
の
交
流
活
動 

 

理
科 

生
き
も
の
の
よ
う
す 

日
生
生
活
の
指
導 

発
話
・
会
話
・
ス
ピ
ー
チ 

自
立
活
動 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 
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本

時 

み「ごん」の行

動について動

機や想いを理

解する。 

したこと，「ごん」の気

持ちを読み取る。（表に

まとめる。） 

化を読み深める。 

【読】登場人物の心情変化を読み取る。

（ノート，口頭） 

７ ・ ４と５の場面

を読み，「ごん」

の心情を理解

する。 

・ 「兵十」と「加助」の

話を聞いた後もつぐな

いを続けた「ごん」の

気持ちを考える。 

・ 自分の経験と比べて読むと，場面の様

子や登場人物の気持ちを想像しなが

ら読み深める。 

【読】登場人物の気持ちを想像する。（ノ

ート，口頭） 

８ ・ ６の場面を読

んで，死んでし

まう「ごん」と

「兵十」の「ご

ん」への心情を

理解する。 

・ 「６」の場面について

考える。物語の最後，

「ごん」，「兵十」の気

持ちや言葉を想像す

る。物語の続きを想像

する。 

・ 火縄銃をばたりと取り落としたのは

なぜか，「兵十」の「ごん」に対する

気持ちの変化を考えさせる。 

【読】読んで感じたことや考えたことを

感想文に書く。（感想文） 

第

三

次

充

実

感

を

も

つ 

９ ・ 教科書で紹介

された本や動

物が出てくる

物語を読み，読

書を楽しむ。 

・ 新美南吉の絵本を読

む。 

・ 「きつね」が出てくる

物語を探して読む。 

・ 同作者の他作品を読んで感じたこと

や考えたことを伝え合うと,物語の読

みが深まったり広がったりすること

に気付かせる。 

【関】進んで物語を読もうとしている。

（活動） 

 

 

Ｂ 
  ねらい 主な学習活動 指導上の留意点 

  コミュニケーション ― 言語の形成と活用に関すること 

  （１）言葉の数を

増やす 

① ものの名前を知り,表

現する。 

② 動作の言葉を知り,表

現する。 

③ ものの大きさや形,色

等を表す言葉を知り,

表現する。 

・ 具体物や絵カードを見せて物の名前

を聞き,児童に物の名前を表現させ

る。 

・ 絵カードの中から,教師が指示した

ものを児童に取らせる。 

・ 動作と言葉を結び付けさせる。 

・ 状態,性質を表す言葉は,体験を通じ

て教師が言葉で伝えて覚えさせる。 

・ 異なる具体物を用意して,その違い

を言葉で表現させる。 

  （２）言葉を組み

合わせて表現す

る 

① 物と動作の言葉を組

み合わせて表現する。 

② 物とその物の大きさ

や形,色等を表す言葉

を組み合わせて表現

する。 

③ 所有や修飾語を加え

て物を表す言葉を表

現する。 

・ 正しい文章を模倣させる。 

・ 言葉の組み合わせ方を増やしてい

く。 

・ 具体物や絵カードを使って,大小や

形,色等を使って表現させる。 

・ 状態を表す言葉で表現させるように

する。 

・ 日常生活場面でも声をかけながら表

現を増やしていくようにする。 

・ 自分の物から友だちや教師の物へと

広げていく。 

  （３）文章で表現

する 

① 児童が経験した出来

事や感想を文章で表

・ 現在のことから尋ねる。 

・ 単語で答える場合等,答え方を示し,
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現する。 

② 簡単な文章で言われ

たことを理解する。 

③ 絵や写真を見ながら

文章で表現する。 

④ 尋ねられたことに対

して正確に答える。

〔話す〕 

徐々に文章で答えられるようにす

る。 

・ 文章で答えやすいように質問を工夫

する。 

・ 言われたことを動作で表現させる。 

・ 言われたことを人形やぬいぐるみ等

を使って表現させる。 

・ 「誰が」「いつ」「何を」等の要素や,

否定形や受け身等を合わせる等,な

るべく文章で表現するように質問を

工夫する。 

・ 少しずつ長い文章で答えられるよう

にしていく。 

  コミュニケーション ―状況に応じたコミュニケーションに関すること 

  （１）相手の立場

や気持ち等に応

じて,それにふさ

わしい行動や言

葉遣いをする。 

① 場に応じたあいさつ

や敬語を使う。 

② 状況に合った応答の

仕方を身につける。 

③ 自分が受け止めた内

容に誤りがないか聞

き直して確認する。 

④ 相手の話をよく聞い

て,やりとり（受け答

え）する。 

⑤ 相手の気持ちを受け

止める。 

・ 会話やあいさつ等の状況設定をして

練習をくり返す。 

・ 日常生活でよく使われる応答の仕方

を,状況設定をして繰り返し練習す

る。 

・ 教師との日常会話の中で,話をじっ

くり聞くような機会を積み重ねさせ

る。 

・ 丁寧な言い方,優しい言い方ができ

たら賞賛し,意識できるようにする。 

  視覚機能訓練 

  視覚機能の使い

方を身につける。 

1. 準備体操 注視・眼／

首のストレッチ・ボー

ル遊び（的当て） 

2. （追従性眼球運動）追

視／ワークシート：な

ぞり書き,運筆練習 

3. （跳躍性眼球運動）眼

の運動 

4. （両目のチームワー

ク）両眼視・凝視 

5. （眼と体の協応）ポー

ズ・動作模倣 

6. （視空間認知）パズ

ル,合成・分解 

7. リラックスタイム 

・ 複数を組み合わせて,プランを立て

る。 

・ 毎日５～１５分間,週に１回６０分

間～２回３０分間ずつ等,少しずつ

楽しみながら取り組ませる。 

・ １ヶ月ごとに見直してプランを組み

立てる。 

・ よいイメージで終わり,疲れのチェ

ックをする。 

・ 書字・描画動作がなめらかにできる

ように,運筆練習や名前のなぞり書

きをさせる。 

  読み聞かせ 

  教師と一緒に絵

本を楽しむ。（読

み聞かせ，ブック

トーク） 

筋のある絵本を見たり,

読んでもらったりして楽

しむ。〔聞く〕 

挿絵や具体物,ペープサ

ートを手がかりに,話の

内容や物語の筋をつか

む。 

読み聞かせを聞きながら

言葉や文章を声に出して

まねる。 

・ 本や挿絵等に注目させながら，話や

読み聞かせをする。 

・ 挿絵等から,登場する物を見つけた

り様子を言葉にしたりさせる。 

・ 言葉の意味を,具体物や動作等で確

かめさせる。 

・ 教師の読んだ文章を反復したり,言

葉に続けて話したりさせ文章表現に

慣れさせる。 
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  読むこと 書くこと 

  言葉（語句）に注

目して,正しく平

仮名を読む 

見ないで書ける

平仮名を増やす。 

・ 字を読むことに関心

をもって，ひらがなを

読む。〔読む〕 

・ 字を書くことに関心

をもって,線や文字の

上をなぞって書く。

〔書く〕 

・ 大小様々な平仮名カードを用いて，一

文字ずつ提示し，一文字ずつ正確に発

音させる。 

・ 縦書きや横書き表記で言葉を提示し

たり，文字カードを並べさせたりして

文字や言葉を読ませる。 

・ 書字，描画動作がなめらかにできるよ

うに,運筆練習やなぞり書きをさせる。 

・ なぞり書きや写し書き，見ないで書く

等の書字練習をさせる。 

 

９． 本時の指導 

（１） 本時の目標 

登場人物の行動や気持ちの変化を読み取り，自

分の言葉で感想を話す。 

楽しみながら,言葉の学習に取り組む。 

 

 

（２） 展開 

教師の支援 学習活動 教師の関わり 学習活動 教師の支援 

○ 学習に意欲や期

待感を持たせる。 

○ 本時の学習の流

れを確認する。 

１．あいさつ 

２．今日の学習内

容を知る。 

・ 予定表で ,学習

内容を確認す

る。 

 

直

接

指

導 

 

直

接

指

導 

１．あいさつ 

２．今日の学習内容

を知る。 

・ 予定表で,学習内

容を確認する。 

・ 選択／順番決め

をして,学習内容

を決める。 

・ 眼のたいそうを

する。 

○ 学習に意欲や期待

感をもたせる。 

○ 体調等に応じて眼

のたいそうを行う。 
 

○ 新しい漢字やこ

れまでに学習し

た漢字を習得で

きるように ,文や

熟語漢字カード

で読んだり ,書き

間違いがないよ

うに確かめたり

させる。 

○ 漢字の書き取り

は ,ゆったり大き

いマスに丁寧に

書かせる。 

３．漢字の学習を

する。 

・ 漢字仮名交じ

り文を読む。 

・ 漢字の書き取

り小テストを

行い，答え合わ

せをする。間違

えた漢字を書

き直す。 

・ 漢字カードを

読む。 

 間

接 

 

一

人

学

習 

３．運筆練習／書画

動作練習 

・ 名前や語句のな

ぞり書き，写し

書き等の運筆練

習をする。 

・ 中抜き文字や絵

を塗る。 

○ 運筆練習に取り組

ませ,スムーズな書

画動作ができるよ

うにさせる。 

○ 縦書き,横書きの名

前を書く。なぞり書

きや写し書きの練

習に取り組ませる。 

  

○ 教科書教材文を

漢字や語句 ,句読

点に気をつけて

読ませる。 

○ 登場人物の気持

ちや情景が分か

るような読み方

のめあてをもた

せる。 

４．句読点に気を

つけて ,丁寧に

音読する。 

・二，三の場面を

音読する。 

  ４．文字カード 

・ 平仮名カードを

読む。 

・ 言葉カードを読

む。 

・ ２～６文字の言

葉を文字カード

で作る。 

・ 教師が指示した

文字カードを取

○ 文字カードを１枚

ずつ見せて,答えさ

せる。 

○ 文字カードの中か

ら,教師の指示した

ものを取らせる。提

示するカードの数

を増減して,混乱な

く正確に文字を読

めるようにする。 
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る。 ○ 縦・横に姓名を間違

いなく並べる。見本

を見ながら確認さ

せる。 

○ 登場人物の言動

や様子から ,どん

な気持ちなのか

を考えさせる。 

○ 登場人物の行動

や気持ちの変化

やそのきっかけ

に気付かせる。 

 

５．物語を場面毎

にくわしく読

む。 

・ 「ごん」は,「兵

十」にどんなこ

とをしたのだろ

うか。そのとき

の「ごん」はど

んな気持ちだっ

たのだろうか。 

  ５．言葉の学習をす

る。（認知・短期記

憶） 

・ 絵カードを見て,

ものの名前を答

える。 

・ 絵カードの中か

ら,教師の指示し

たものを取る。 

・ 教師が隠したカ

ードを当てる。 

○ 絵カードを見せな

がら教師が児童に

物の名前を聞き,児

童に物の名前を表

現させる。 

○ 答えられない,間違

った時は教師が言

った物の名前を児

童に復唱させる。 

○ カード取りの時に,

１度に提示するカ

ードを１６～２５

枚に増減したり指

示する物の数を１

～３個に増やした

りして難易度を調

節する。集中して聞

く,１度だけ聞く,最

後まで聞く等にも

気をつけさせる。 

  

  

  

○ 登場人物の気持

ちを想像しなが

ら読むようにさ

せる。 

６．三の場面を登場

人物の気持ちを

説明したり，動

作を付けたりし

ながら読む。 

 

  ６．読み聞かせ 

・ 教師と一緒に本

／教科書を見

る。 

・ 教師の言葉を真

似たり,続けて文

を発話したりす

る。 

・ 絵本等を見たり

聞いたりして,そ

の内容を楽し

む。 

・ 挿絵を手がかり

に物語の展開を

つかむ。 

・ アニマシオンゲ

ームをしながら

読む。 

○ 教師と一緒に見る,

教師に読んでもら

う等して,筋のある

簡単な話を段階的

に楽しむことがで

きるようにする。 

○ 教師が動作をしな

がら言葉を伝えた

り,具体物や絵を示

して言葉で伝えた

りして,言葉を結び

付けさせる。 

○ 挿絵や写真・具体物

等を示しながら,話

の様子をとらえさ

せる。 

  

  

○ 楽しかったこと

やがんばったこ

とを自分の言葉

でふり返り発表

する。 

７．あいさつ 

・ 本時の学習をふ

りかえる。 

 

 

７ あいさつ 

・ 本時の学習をふ

りかえる。 

○ どの学習が楽しか

ったか，がんばった

かという視点でふ

り返ることが出来

るようにする。 

 

（３） 評価 

登場人物の行動や気持ちの変化を読み取り，自

分の言葉で感想を話すことができたか。 

学習活動に集中して,楽しみながら言葉の学習

に取り組むことができたか。 

 


